
燃焼用空気を予熱した時に、燃料の節約はどの程度になるか考える。
燃料の発熱量 Ｆ [kJ/m3N-fuel]
燃焼排ガスの持ち去る熱量 Ｑ [kJ/m3N-fuel]
予熱空気の持ち込む熱量 Ｐ [kJ/m3N-fuel]
とすると、有効利用する熱量は
予熱しないとき Ｈa＝Ｆ－Ｑ [kJ/m3N-fuel]
予熱するとき Ｈb＝Ｆ－Ｑ＋Ｐ＝Ｈa＋Ｐ [kJ/m3N-fuel]

工業炉が消費する熱量をＸ[kJ/h]とすれば
予熱しないとき     ① Ｘ／[m3N-fuel/h]
予熱するとき       ② Ｘ／Ｈb＝Ｘ／（Ｈa＋Ｐ） [m3N-fuel/h]

したがい燃料節約率は （①－②）／①＝Ｐ／（Ｆ－Ｑ＋Ｐ）×１００％
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空気予熱による燃料節約率

燃料コストを30％削減可能
都市ガスやLPガスを燃料としてガスバーナーを使用している場合、その排気ガスの熱を

例えば、下図のように、都市ガス（13A）を使用していて排気ガス温度1,000℃、回収空気

CO2削減そしてエネルギーコスト低減のために、排熱回収しましょう。

回収（排熱回収といいます）すると、燃焼用空気温度が上がり、燃料の節約となります。

温度600℃の場合、都市ガスを約3割少なくすることが可能となります。

LPGガス 空気比１．２ 燃焼
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天然ガス１３Ａ　空気比１．２　燃焼
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